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         令和６年１月１５日 

  

 南箕輪村議会議長  様          

提出者名  太 田 篤 己   

 

議員研修・議員視察結果報告書 

 

研修名または視察テーマ 議員研修会「地方議員のための財政分析の基礎」 

研修・視察実施場所 役場講堂（オンライン） 

研修・視察の期間 令和５年１１月１５日 

研修・視察の成果等 

財政分析の主な手法 

①  経年比較（決算カード、財政状況資料集） 

②  類似団体比較（類似団体比較カード、財政状

況資料集） 

 

収支状況の確認 

①  歳入歳出差引（形式収支） 

②  実質収支（形式収支から、翌年度に繰り越す

べき財源を控除した額） 

③  単年度収支（１年でどれだけお金を増やした

か、または減らしたか） 

④  実質単年度収支（なぜ実質収支が黒字なのか

への着目） 

 

〇財政分析するうえでの基本的スタンス 

自治体は黒字を出すことが目的ではなく、税

収を使って公共サービスをすることが目的のた

め、毎年黒字を増加し続けることは望ましくな

い（本来やるべきことがあったのに、それをして

ないからお金が余り黒字になっているだけ？）。 

逆に短期間であれば赤字になることも問題で

はない。 

※研修・視察終了後、議長または委員長が定めた期日までに提出すること。  


